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第5章　計画を推進するために

本計画の目標を達成するため、市民、事業者、大学・研究機関、市が連携を取りながら、パートナー
シップで実践します。また、国、県、近隣自治体の理解と協力を得ながら、計画の着実な推進を図ります。

●市民の役割

（１）市民は、自然観察会や環境学習活動に積極的に参加するなど、身近な水辺にふれ、人と水との
関わりに対して意識を高める。ＮＰＯは、川遊びや生物調査などの水辺に関する環境学習等を企
画・運営する。

（２）自らが水環境へ様々な負荷を与えていることを自覚し、使用する水量、水の汚れの程度、排水
の行方などを知る。

（３）雨水貯留施設により貯めた雨水を庭の水まき等に有効活用するなど節水に配慮した生活の工夫
に努める。

（４）洗剤等を適正に使用し、台所の流しに三角コーナを備えるなど生活排水対策に努める。

（５）水辺の清掃活動や水生生物の調査などに参加・協力し、地域やＮＰＯでの取組みを考える。

（６）敷地の緑化の推進や雨水浸透施設の設置などにより、地下水のかん養※に努める。

（７）下水道等の集合処理施設が整備された区域では、下水道等への接続に努める。また、集合処理
に適さない区域では合併浄化槽の設置及び適正な維持管理に努める。

●事業者の役割

●大学･研究機関の役割

（１）水質汚濁防止のための設備や技術を積極的に導入し、水環境への負荷の低減に努める。

（２）事業所内での水循環利用を促進し、事業活動における節水対策を推進する。

（３）水環境の保全のための技術開発と技術情報の提供を行う。

（４）企業市民、そして地域の一員として水環境の保全活動への参加と協力を図る。

（５）事業所内の厨房等では、洗剤等を適正に使用し、流しに三角コーナを備えるなど生活排水対策
に努める。

（６）敷地の緑化の推進や雨水浸透施設の設置などにより、地下水のかん養に努める。

（１）水環境に係る調査研究に取り組み、改善点等を見出し助言することで、市との連携に努める。

（２）谷津田等における自然と人との暮らしの調和について研究を進め、地域生態系の保全に関する
研究手法の開発に努める。

※かん養
雨水や河川水が土壌に浸透し、地下水が補給されることをいいます。



138

蚪千葉市水環境保全計画 第5章　計画を推進するために蚪

●市の役割

（１）市民、事業者、大学・研究機関、市が水環境の保全・創造に向けて取り組むためのパートナー
シップを構築する。

◆水環境の保全・創造に関する情報の収集・提供に努めます。

◆水環境に係る保全活動の支援について、市民、事業者、大学・研究機関が連携できるシステム
の構築に努めます。

◆市民に対して、水環境から受けている恩恵を実感できるような機会を創出します。

◆事業者に対して、水環境に係る保全活動への協力などを積極的に働きかけます。

◆大学・研究機関に対して、情報提供の依頼を積極的に働きかけるなど、専門的見地からの視点
を取り入れるよう努めます。

（２）計画に基づいて、施策を総合的かつ計画的に進める。

◆「千葉市水環境保全に関する委員会」（構成：県・市関係部署）等において、環境マネジメン
トシステム（ＰＤCAサイクル）の考え方を踏まえ、施策の実施状況を毎年把握するとともに、
必要に応じて施策の見直しを行うなど、施策を着実に実施します。

（３）国、県及び近隣自治体と協力し、流域を考慮した水環境の保全を広域的、長期的な視点から進
める。

◆広域的な視点からの水質保全を図るため、東京湾再生推進会議、九都県市首脳会議、東京湾岸
自治体環境保全会議等により近隣自治体と相互に連携し、積極的な対応を図ります。

計画の推進体制
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